
1.原油市場:地政学リスクによる価格高騰価格の急騰:

2月28日のイラン攻撃開始を受け、ドバイ原油は直近で

157.0ドル/Bに達し、短期間で大幅に値を上げています。

物流の遮断:ホルムズ海峡の通過量は、封鎖前の約2,000万BDから

約150万BDまで激減しています。

緊急放出:事態を重く見たIEA(国際エネルギー機関)は、

過去最大規模となる合計4億バレルの石油備蓄放出を決定しました。

2.LNG市場:供給停止の長期化懸念カタール情勢:

ホルムズ海峡封鎖に加え、ミサイル攻撃を受けたカタールの

供給施設(ラスラファン)の一部は、復旧に3～5年を要するとの

見通しが示されており、不可抗力(FM)が宣言されています。

アジア・欧州への影響:アジアのスポット価格(JKM)は

一時25ドル/MMBtu台まで急騰しました。

欧州でも在庫が5年平均を大きく割り込み、需給が逼迫しています。

3.今後の見通し正常化への時間:

仮に中東での紛争が終息しても、原油生産や物流が平常に戻るまでには

数ヶ月以上の時間を要するとの見方が強まっています。

価格予報:向こう1ヶ月の油価は、情勢次第で60～200ドル/Bという

極めて広いレンジで推移する可能性があり、

非常に不安定な状況が続く見通しです。


